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概要 

 ３次元回転培養装置は従来の細胞培養方法と異

なり，３次元組織の構築が可能な細胞培養を行う

ことができる装置である。 
 培養された３次元組織の用途は様々であり，移

植用の組織や，新規薬剤の有効性のスクリーニン

グ，新規生体材料などの生体適合性や毒性評価な

どのスクリーニングに応用できる。また，３次元

組織に種々の抗癌剤を加え，適した薬剤選択に役

立たせることもでき（テーラーメード医療），新規

抗癌材のスクリーニングに応用することもでき

る。 
しかし，３次元回転培養装置を用いて細胞の培

養をする場合，操作者は経験や勘を頼りに，培養

細胞の変化に応じて回転速度のコントロールを行

う必要がある。また細胞の培養には約１ヶ月もの

日数がかかるため，それに携わる人は時間的な制

約を受けることになる。 
よって，装置を自動化できれば，細胞培養にか

かる労力を軽減することができる。また，装置の

扱いに不慣れな者でも簡単に細胞の培養が行える

ようになる。 
本研究では，３次元回転培養装置を用いた３次

元組織構築を自動制御装置により制御し，培養プ

ロセスを自動化するための装置を開発する。そし

て，本装置を用いた，３次元軟骨，軟組織，およ

び３次元癌組織の構築法を確立する。 
開発するシステムはカメラにより培養細胞の位

置情報を取得し，その位置情報を元に適切な位置

になるように回転数をコントロールする。 
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概要 

 重機には油圧式のブレーキが用いられている。

ところが，ブレーキング時に音が生じることがあ

る。音が生じてもブレーキの効きには影響がない

がフィーリングがよくない。本研究では他メーカ

ーとの差別化を図るため，この原因を求めて異音

が発生しない油圧システムを開発する。 
 そのために圧力計測などの実験的手法とシミュ

レーションによる理論的手法を用いて，油圧ブレ

ーキの特性を求めるための基礎試験を行った。 
 本研究の役割分担を以下に示す。 

(1)ミヤコ自動車工業（株） 

油圧ブレーキの異音発生再現実験を行う 

(2)工業技術センター 

有限要素法解析ソフトを用いて流体解析を行う 

 解析を行うにあたり，流路の３次元モデルを作

成するためにソリッドワークス・ジャパン（株）

の SolidWorks Office 2006 を，流体解析にアンシ

ス（株）の CFX (ver. 10.0)を使用した。 
 再現実験にて得られた圧力データを流体解析の

境界条件として設定し解析を行った。解析結果か

ら流量を求めて実験結果と比較した。定性的な比

較を図１に定量的な比較を図２に示す。比較のた

めに指数 K1, K2（単位は%）を定めた。それぞれ

値が 0 に近づくほど一致していることを示す。 
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 この結果から定量的な差は見受けられたが，定

性的に近い値となった。よってある程度の整合性

を確認することができた。 
異音の発生原因は力学的なバランスにあると考

えられる。今後は，流体から受ける圧力分布や流

線を評価することによって異音の発生メカニズム

を考察する予定である。 
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